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◉
研
究
ノ
ー
ト

三
村
む
め
日
記
（
二
）　
―
三
村
竹
清
家
の
日
常
―�

高
杉
　
志
緒

一　
は
じ
め
に

本
稿
は
、
前
号
（『
雅
俗
』
十
一
号
）
に
掲
載
し
た
「
三
村
む
め
日
記
（
一
）　

―
三
村
竹
清
家
の
日
常
―
」
の
続
稿
で
あ
る
。
三
村
竹
清
（
本
名
清
三
郎
、
東

京
市
京
橋
区
で
竹
問
屋
を
営
み
つ
つ
江
戸
学
者
と
し
て
活
躍
、
明
治
九
年
生
～
昭

和
二
十
八
年
没
）
の
妻
ウ
メ
に
よ
る
日
記
（
現
存
二
冊
、
明
治
三
十
四
年
九
月
六

日
～
明
治
三
十
五
年
八
月
二
十
四
日
、
中
野
三
敏
氏
蔵
）
の
内
、
第
一
冊
目
（
表

紙
含
め
て
全
三
十
一
丁
）
の
後
半
に
あ
た
る
明
治
三
十
四
年
十
二
月
一
日
（
十
四

丁
表
二
行
目
）
～
翌
三
十
五
年
四
月
九
日
（
裏
見
返
し
）、
約
四
ヶ
月
分
を
翻
字
紹

介
す
る
。

な
お
、『
雅
俗
』
十
一
号
刊
行
後
、
首
藤
憲
彦
氏
（『
雅
俗
』
購
読
会
員
）
よ
り

以
下
二
点
の
御
指
摘
を
頂
い
た
。
首
藤
氏
に
対
し
、
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。

一�

、	

ウ
メ
の
生
年
は
、
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
で
あ
ろ
う
。
竹
清
に
よ
る

「
い
つ
も
遊
記
」（『
三
村
竹
清
集
』
八
巻
、
青
裳
堂
、
昭
和
六
十
一
年
、
一
〇

三
頁
）
に
「
私
の
家
内
は
午
年
の
一
白
で
」
と
あ
る
た
め
で
あ
る
。

二�

、	

竹
清
の
長
男
で
あ
る
僴
の
読
み
は
「
か
ん
」
で
は
な
く
「
ひ
ろ
し
」
で
は

な
い
か
。
根
拠
は
以
下
の
二
つ
。
竹
清
に
よ
る
『
不
秋
草
堂
日
暦
』
中
、
昭

和
二
年
一
月
末
～
二
月
に
「
僴
く
る
」「
ひ
ろ
し
く
る
」
と
漢
字
・
平
仮
名
表

記
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
（『
演
劇
研
究
』
三
十
三
号
、
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物

館
、
平
成
二
十
二
年
三
月
）、
森
銑
三
『
読
書
日
記
』（
出
版
科
学
総
合
研
究

所
、
昭
和
五
十
六
年
）
に
お
け
る
昭
和
十
三
年
八
月
九
日
の
項
に
「
出
征
中

な
る
三
村
比
呂
之
氏
」
の
和
歌
二
首
を
紹
介
し
「
比
呂
之
氏
は
竹
淸
大
人
の

令
息
な
り
」
と
記
す
こ
と
で
あ
る
。

以
上
二
点
の
首
藤
氏
の
御
指
摘
を
踏
ま
え
、
資
料
紹
介
を
進
め
る
。

ま
た
、
前
号
に
掲
載
し
た
ウ
メ
の
日
記
中
、
明
治
三
十
四
年
九
月
十
九
日
の
注

に
一
部
誤
り
が
あ
っ
た
（『
雅
俗
』
十
一
号
、
九
十
二
頁
下
段
八
行
目
）。
竹
清
の

日
記
に
よ
る
と
「
大
野
と
は
」
は
「
ウ
メ
実
家
父
「
高
杉
卯
兵
衛
」
後
妻
」
で
は

な
く
「
ウ
メ
実
家
父
「
高
杉
卯
兵
衛
」
姉
」
と
さ
れ
る
（「
不
秋
草
堂
日
暦
（
十

四
）」『
演
劇
研
究
』
二
十
九
号
、
平
成
十
八
年
三
月
、
一
九
九
頁
）。
記
し
て
訂
正

さ
せ
て
頂
く
。

二　
凡
例

翻
字
は
、
左
記
の
要
領
で
行
っ
た
。

一�
、	
原
則
と
し
て
、
漢
字
は
旧
字
の
ま
ま
、
仮
名
遣
い
・
濁
点
の
有
無
も
原
文
通

り
に
翻
字
し
た
。
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一�

、	

誤
記
等
の
た
め
本
人
が
墨
で
抹
消
し
た
箇
所
は
省
い
て
翻
字
を
行
っ
た
。

一�

、	「
ゝ
」「
ゞ
」
お
よ
び
「
〳
〵
」
は
そ
の
ま
ま
と
す
る
が
、
漢
字
の
畳
字
は

「
々
」
に
改
め
た
。

一�
、	
誤
字
・
脱
字
等
と
思
わ
れ
る
場
合
も
そ
の
ま
ま
記
し
、
該
当
部
分
の
右
横
に

（
マ
マ
）
と
付
し
た
が
、
多
数
回
に
亘
る
場
合
は
初
回
の
み
に
と
ど
め
た
。
但

し
、
明
治
三
十
五
年
二
月
十
九
日
「
風
烈
く
て
こ
ま
る
」
中
の
「
烈
く
」
は
、

一
般
的
に
は
「
烈
し
く
」
と
記
し
「
は
げ
し
く
」
と
読
む
が
、
ウ
メ
自
身
が
同

年
三
月
廿
四
日
に
「
烈つ

よ

し
」
と
ル
ビ
を
振
っ
て
い
る
た
め
除
外
し
た
。

一�

、	

原
文
の
読
点
は
、
そ
の
ま
ま
記
し
、
読
み
や
す
い
よ
う
適
宜
、
句
点
を
補
い
、

一
字
分
あ
け
た
。

一�

、	

改
行
は
無
視
し
た
。
た
だ
し
、
日
付
・
天
候
、
各
日
末
に
記
さ
れ
た
献
立
・

食
材
名
は
原
文
に
従
い
改
行
し
た
。
ま
た
、
各
丁
末
（
表
・
裏
）
の
区
切
り
を

鍵
括
弧
と
丁
数
を
記
し
た
。

一�

、	

注
に
つ
い
て
は
、
本
文
該
当
箇
所
の
直
後
に
適
宜
、〔　

〕
内
に
お
い
て
簡
潔

に
記
し
、
前
号
で
記
し
た
事
項
は
省
略
し
た
。

一�

、	

竹
清
の
血
縁
関
係
に
つ
い
て
は
、「
不
秋
草
堂
日
暦
（
十
四
）」
中
、
大
正
十

年
十
一
月
二
十
四
日
の
記
載
（『
演
劇
研
究
』
二
十
九
号
）
を
適
宜
、
参
照
し
て

頂
き
た
い
。

三　
翻
字
（
明
治
三
十
四
年
十
二
月
一
日
～
翌
三
十
五
年
四
月
九
日
）

十
二
月
一
日　

晴

朝
六
時
に
起
る
。
僴　

少
々
病
気
に
て
沢
さ
ん
へ
つ
れ
て
行
く
。
夜　

客
来
り

て　

お
そ
く
な
る
。
一
時
に
ね
る
。�

ま
ぐ
ろ

二
日　

雨

六
時
半
に
起
る
。
午
後
よ
り　

山
田
方
へ
行
く
。
夜　

綿
入
縫
ひ
始
め
る
。

�

鱈　

こ
ふ
の
汁

三
日　

晴

六
時
半
に
起
る
。
朝　

僴
を
つ
れ
沢
さ
ん
へ
行
く
。
山
田
栄
さ
ん
〔
ウ
メ
の
仮

親
「
山
田
勤
」
の
甥
「
山
田
栄
二
郎
」
か
〕
来
り
て
晝
飯
を
出
す
。
夜　

仕
事
。

十
一
時
に
ね
る
。

�

八
ツ
頭　

焼
海
苔　
　

う
ど
ん

四
日　

晴

六
時
に
起
る
。
い
つ
も
の
外
に
色
々
せ
ん
た
く
。
午
後
よ
り
」（
十
四
オ
）

髪
結
来
る
。
夜　

仕
事
。
十
一
時
に
ね
る
。

�

か
き

五
日　

晴

六
時
に
起
る
。
夜　

綿
を
入
る
。
十
一
時
に
ね
る
。

�

ひ
ら
め

六
日　

晴

六
時
に
起
る
。
ま
ん
ぢ
う
を
永
坂
先
生
の
家
よ
り
も
ら
う
。
午
後
よ
り　

山
田

へ
半
分
ま
ん
ぢ
う
を
持
て
行
く
。
十
時
半
に
ね
る
。�

八
ツ
頭　

に
ん
じ
ん

七
日　

晴

六
時
に
起
る
。
朝　

僴
を
つ
れ
沢
さ
ん
へ
行
く
。
夜　

湯
に
行
く
。
着
物
や
う

や
く
仕
上
る
。
火
の
し
を
か
け
る
。

�

は
う
ば
う　
　
　

牛
肉

八
日　

晴
」（
十
四
ウ
）

六
時
半
に
起
る
。
昨
夜　

僴
や
か
ま
し
く
て
困
る
。
夜　

仕
事
。
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�

大
口
魚
と
こ
ぶ
の
汁

九
日　

曇

六
時
半
に
起
る
。
朝　

沢
さ
ん
へ
僴
を
つ
れ
て
行
く
。
大
分
宜
し
。
夜　

足
袋

の
つ
く
ろ
い
を
す
る
。

�

半
へ
ん
の
つ
ゆ　
　

焼
海
苔

十
日　

晴

六
時
半
に
起
る
。
例
の
外
に
色
々
せ
ん
た
く
。
晝
に
百
合
を
煮
る
。
に
が
く
て

困
る
。
夜　

僴
や
か
ま
し
く
て
ね
ら
れ
ず
。

十
一
日　

晴

六
時
に
起
る
。
夜　

仕
事
。

�

秋
水
魚
」（
十
五
オ
）

十
二
日　

晴

六
時
半
に
起
る
。
午
後
よ
り
髪
結
来
る
。
夜　

仕
事
。

十
三
日　

晴

五
時
に
起
る
。
夜　

ま
い
か
け
を
縫
ふ
。

�

な
の
し
た
し
も
の　
　
　

蠣

十
四
日　

晴

六
時
に
起
る
。
山
田
方
へ
行
く
。
夜　

ほ
ど
き
も
の
を
す
る
。

�

ま
ぐ
ろ　
　

う
ど
ん

十
五
日　

晴

七
時
に
起
る
。
例
の
通
り
今
日
は
精
進
に
て
茶
飯
を
た
く
。
夜　

僴
を
つ
れ
湯

に
行
く
。

�

と
ろ
　ゝ
　
　

ま
め

十
六
日　

晴
」（
十
五
ウ
）

六
時
半
に
起
る
。
と
な
り
へ
、
こ
し
て
く
る
。
夜　

仕
事
。　

�

い
な
だ
と
大
根
の
つ
ゆ　
　
　

焼
海
苔

十
七
日　

晴　

風
つ
よ
し

六
時
半
に
を
き
る
。
夜　

仕
事
。

�

い
さ
き

十
八
日　

晴

六
時
半
に
起
る
。
午
後
よ
り
髪
結
来
る
。

�

さ
ば　
　

な
の
し
た
し
物

十
九
日　

雪　

夜　

雨
強
し

六
時
半
に
起
る
。
帯
一
本
縫
ふ
。�

秋
水
魚　
　

蠣

廿
日　

晴

六
時
半
に
起
る
。
例
の
外
に
い
ろ
〳
〵
せ
ん
た
く
」（
十
六
オ
）

�

ぶ
り
の
み
そ
づ
け

八
丁
堀
よ
り
餅
を
以
て
来
る
。

　
　
　
　
　

夜　

切
る
。
粟
と
両
方
な
り
。

廿
一
日　

晴

六
時
半
に
起
る
。
夜　

ひ
も
を
く
け
る
。

�

八
ツ
頭　

大
根　
　
　
　

ざ
う
に

廿
二
日　

晴

六
時
半
に
起
る
。
午
後
よ
り
僴
を
つ
れ
湯
に
行
く
。
今
日
は
冬
至
に
て　

ゆ
ず

湯
な
り
。

�

ひ
ら
め
、
た
う
な
す
、　

ざ
う
に
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廿
三
日　

晴

六
時
半
に
起
る
。
午
後
よ
り
髪
を
洗
ふ
。

�

さ
ば　

う
の
花

廿
四
日　

晴
」（
十
六
ウ
）

六
時
半
に
起
る
。
夜　

坐
ぶ
と
ん
を
縫
ふ
。
夜　

僴
泣
て
困
る
。

�

ま
ぐ
ろ　
　
　

ざ
う
に

廿
五
日　

雨

六
時
半
に
お
き
る
。
髪
結
来
る
。
午
後
よ
り
山
田
方
へ
行
く
。

�

せ
い
ご　
　

蠣

廿
六
日　

風
雨
烈
し　

午
後
よ
り
や
む

七
時
に
起
る
。
夜　

僴
の
着
物　

縫
ひ
始
め
る
。

�

大
根　

ま
め

廿
七
日　

晴

六
時
に
朝

（
マ
マ
）る

。
夜　

仕
事
。
僴　

少
々
づ
ゝ
何
か
言
ふ
。

�

ま
ぐ
ろ

廿
八
日　

晴

六
時
に
起
る
。
朝　

髪
結
来
る
。
午
後
よ
り
山
田
方
へ
行
く
。
お
供
へ
を
い
っ

し
よ
に
頼（

マ
マ
）で

も
ら
ふ
積
り
の
所　

先
へ
出
来
て
」（
十
七
オ
）

し
ま
い　

だ
め
な
り
。
夕
方　

僴
を
つ
れ
湯
に
行
く
。

今
日
は
例
の
通
り
精
進
に
て
朝　

茶
め
し
を
た
く
。

�

の
ッ
ぺ
い　
　
　

蠣

廿
九
日　

晴

六
時
半
に
起
る
。
例
の
外
に
ね
ま
き
二
枚
洗
ふ
。
道
了
堂
、
長
谷
川
さ
ん
〔
竹

清
友
人
で
「
香
川
祐
廣
」
門
人
（
金
属
彫
刻
）、
道
了
堂
世
話
人
の
「
長
谷
川
義

廣
」
か
。「
不
秋
草
堂
日
暦
（
三
）」（
大
正
四
年
十
一
月
十
七
日
『
演
劇
研
究
』

十
八
号
）
参
照
〕
よ
り　

ゆ
み　

は
ま
〔
破
魔
〕
一
ツ
じ
も
ら
ふ
。

�

大
口
魚　
　
　

う
ど
ん

丗
日　

晴

六
時
半
に
起
る
。
例
の
外
に
色
々
せ
ん
た
く
。
午
後
よ
り　

だ
い
処
を
そ
を
じ
。

三
十
一
日　

晴

六
時
半
に
起
る
。
午
前
は
色
々
煮
物
を
す
る
。
午
後
よ
り
山
田
方　

其
外
諸
々

へ
買
物
に
行
く
。
夜　

色
々
用
事
。」（
十
七
ウ
）

明
治
丗
五
年
一
月
一
日　

晴

七
時
に
お
き
る
。
朝　

ざ
う
に
を
祝
ふ
。
年
首
客
来
る
。

二
日　

晴

六
時
半
に
起
る
。
朝
三
時
頃　

近
所
に
火
事
あ
り
て
起
る
。
ぢ
き
消
る
。
午
後　

髪
結
来
る
。
年
玉
を
や
る
。
朝
は
ざ
う
煮
な
り
。
年
首
客　

大
勢
来
る
。

三
日　

晴

六
時
半
に
起
る
。
朝
は　

ざ
う
煮
。
年
首
客
来
る
。
福
引
の
さ
い
ふ
縫
ふ
。

�

は
う
ぼ
う　
　

ま
め

四
日　

晴

六
時
半
に
起
る
。
朝
は　

ざ
う
煮
。
晝
に
午
飯
を
た
く
。
今
日
は　

と
ろ
ゝ
な

り
。」（
十
八
オ
）

夜
㆑
昨　

僴
泣
て
困
る
。
年
首
客
来
る
。

五
日　

晴

七
時
に
起
る
。
晝
時
分　

僴
を
つ
れ
湯
に
行
く
。
午
後
よ
り
留
吉　

小
供
を
つ

れ
年
首
に
来
る
。
や
う
か
ん
を
や
る
。
外
に
も
客
来
る
。�

ま
ぐ
ろ
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六
日　

晴　

午
後
よ
り
風
強
し

七
時
に
起
る
。　

年
首
客
来
る
。
晝
に
酢
だ
こ
に
て　

う
ま
か
り
し
。

七�
日　

七
時
に
起
る
。
曇
り
て
終
日
寒
む

（
マ
マ
）し

。
夜　

僴
の
着
物
の
つ
け
ひ
も
を
つ

け
る
。
朝
は
七
草
か
ゆ
を
す
る
。
晝　

午
飯
た
く
。

�

か
れ
い　
　

そ
ば

八
日　

晴
」（
十
八
ウ
）

六
時
半
に
起
る
。
朝　

起
て
見
る
と
昨
夜　

雪
と
雨
降
り
し
處
み
な
凍
り
て
つ

ら
ゝ
と
な
る
。
髪
結
来
ら
ず
し
て
度
々
む
か
い
に
行
く
。
晝
時
分
や
う
や
く
来

る
。
午
飯
後
い
そ
い
で
車
に
て
星
野
方
と
大
野
へ
年
首
に
行
く
。
大
野
に
て　

す
し
を
ち
そ
を
に
な
る
。
伯
母
さ
ん
に　

き
よ
う
だ
い
と
針
箱
の
代
と
し
て
二

円
も
ら
ふ
。
夕
方
帰
る
。

九
日　

晴　

風
強
く
寒
し

七
時
に
起
る
。
例
の
外
に
色
々
せ
ん
た
く
。

�

い
か　
　
　

ざ
う
に

十
日　

晴

六
時
半
に
起
る
。
例
の
外
に
色
々
せ
ん
た
く
。
午
後
よ
り
山
田
方
へ
行
く
。
夕

方　

僴
を
つ
れ
湯
に
行
く
。
夜　

足
袋
の
つ
く
ろ
い
。」（
十
九
オ
）

�

八
ツ
頭　

は
す　
　
　

焼
海
苔

十
一
日　

晴

七
時
過
に
起
る
。
今
日
は　

く
ら
び
ら
き
に
て　

お
供
へ
を
こ
わ
し　

そ
れ
に

て
雑
煮
を
こ
し
ら
へ
る
。

�

海
老
と
み
つ
ば
の　

つ
ゆ

十
二
日　

晴

七
時
に
起
る
。
浅
草
の
伯
母　

小
供
を
つ
れ
年
首
に
来
る
。
さ
し
み
に
て
晝
飯

を
出
す
。
玉
子
と
僴
の
お
も
ち
や
と
を
も
ら
ふ
。
す
る
め
を
五
枚
や
る
。

十
三
日　

晴

七
時
に
起
る
。
今
朝
よ
り
水
道
の
鐵
管
よ
り
水
あ
ふ
れ
出
で
大
へ
ん
な
り
。
客

あ
り
て
晝
飯
を
出
す
。
風
の
ひ
き　

づ
つ
う
、
さ
む
け
な
ど
し
て
こ
ま
る
。
夜　

う
ど
ん
を
食
し
」（
十
九
ウ
）

よ
く
ね
る
。

�

な
ま
鮭　
　

い
も

十
四
日　

晴

七
時
過
に
起
る
。
ま
だ
水
道
な
を
ら
ず
大
変
な
り
。
ま
だ
風
な
を
ら
ず
困
る
。

明
日
の
あ
づ
き
が
ゆ
の
あ
づ
き
煮
る
。

十
五
日　

晴

七
時
半
に
起
る
。
朝
は　

あ
づ
き
か
ゆ
な
り
。
風　

少
し
宜
し
。
午
後　

髪
結

来
る
。

十
六
日　

晴

七
時
に
起
る
。
弟
二
人
、
籔

（
マ
マ
）入

〔
藪
入
〕
に
来
る
。
外
に
も
客
来
る
。
晝
飯
に　

う
な
ぎ
め
し
を
出
す
。」（
二
十
オ
）

十
七
日　

晴

七
時
に
起
る
。
夜　

と
き
も
の
〔
解
き
物
〕
す
る
。�

鮭　
　
　

雑
煮

十
八
日　

晴

七
時
に
お
き
る
。
午
後
よ
り
山
田
方
へ
み
そ
を
以
て
行
く
。
み
そ
は
八
丁
堀
よ

り　

壱
た
る　

も
ら
い
し
も
の
。

�

た
ら　

こ
ぶ
の
汁　
　

と
ろ
ゝ

十
九
日　

晴

七
時
に
起
る
。
午
後
よ
り
客
来
る
。
か
も
な
ん
ば
ん
を
出
す
。

あ
づ
き
に
て
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�

さ
ば

廿
日　

晴

七
時
に
起
る
。
午
後
よ
り
髪
結
来
る
。

�

は
す

廿
一
日　

晴　

午
後
よ
り
曇
る
」（
二
十
ウ
）

七
時
に
起
る
。
午
後
よ
り
浅
草
の
吉
田
へ
年
首
に
行
く
。

�

半
へ
ん　
　

湯
と
う
ふ

廿
二
日　

雪

七
時
に
お
き
る
。
夜　

じ
ゆ
は
ん
〔
襦
袢
〕
の
袖
と
ゑ
り
を
つ
け
る
。

�

か
き　
　

と
ろ
ゝ

廿
三
日　

曇

七
時
に
お
き
る
。
午
後
よ
り
久
し
ぶ
り
に
て　

僴
を
つ
れ
湯
に
行
く
。
夜　

自

分
の
綿
入
を
ぬ
い
始
め
る
。
八
丁
堀
よ
り
田
舎
の
味
噌
を
も
ら
い
し
を
今
朝　

お
つ
け
に
す
る
。
辛
く
て
た
べ
ら
れ
ず
、
あ
ま
き
み
そ
を
買
て
ま
ぜ
た
れ
ど　

ま
だ
塩
か
ら
し
。
田
舎
の
味
噌
は
ま
づ
き
物
な
り
。

廿
四
日　

晴　

風
烈
し
く
寒
し

朝
七
時
に
起
る
。
夜　

仕
事
。�

海
苔　
　

や
き
ど
う
ふ　

豚
」（
二
十
一
オ
）

廿
五
日　

晴

七
時
に
起
る
。
午
後
よ
り
山
田
方
へ
酒
の
か
す
を
以
て
行
く
。
海
苔
を
も
ら
っ

て
く
る
。
夜　

仕
事
。

�

八
ツ
頭

廿
六
日　

晴

朝
七
時
に
起
る
。
明
日
よ
り
両
三
日　

僴
と
二
人
に
な
り
て
用
心
わ
る
き
為
め

（
マ
マ
）

大
野
へ
妹
を
た
の
み
に
午
後
よ
り
行
く
。
湯
に　

は
い
り
て
帰
る
。
帰
途　

星

野
方
へ
よ
る
。

�

い
か　

と
ろ
　ゝ

海
苔

廿
七
日　

晴

朝
五
時
に
起
る
。
午
飯
後　

例
の
外
に
色
々
せ
ん
た
く
。
午
前　

髪
（
マ
マ
）〔

髪
結
〕

来
る
。
午
後
よ
り
駿
河
台
よ
り
妹
来
る
。
大
野
よ
り
か
れ
い
二
尾
も
ら
い
た
り
。

夜　

仕
事
。」（
二
十
一
ウ
）

�

か
れ
い　
　

の
り

廿
八
日　

晴

朝
六
時
半
に
起
る
。
い
つ
も
の
外
に
浴
衣
二
枚　

其
外
色
々
洗
ふ
。
午
後
よ
り

綿
を
入
る
。
僴
を
つ
れ
湯
に
行
く
。
途
中
「
せ
ん
し
よ
う
」
と
云
ふ
人　

家
へ

来
る
處
を
あ
ふ
。
留
守
の
旨
を
云
ふ
て
別
れ
る
。
朝　

道
了
堂
世
話
人
二
人
に

て
来
る
。
奉
納
し
き
石
の
事
に
て
来
り
た
れ
ど　

留
守
故
た
の
み
て
帰
ら
る
。

夜　

仕
事
。

�

い
も　

た
こ

廿
九
日　

晴

六
時
半
に
起
る
。
午
後
よ
り
山
田
へ　

う
の
花
を
以
て
行
く
。
夜　

自
分
の
綿

入　

仕
上
る
。」（
二
十
二
オ
）

卅
日　

晴

六
時
半
に
起
る
。
午
後　

妹
を
帰
す
。
み
や
げ
も
の　

し
ほ
か
ら　

か
ま
ぼ
こ

な
ど　

色
々
も
た
し
て
や
る
。
足
袋
の
つ
く
ろ
い
を
す
る
。

�

鮨　
　
　

ざ
う
に

卅
一
日　

雨

六
時
半
に
起
る
。
夜　

仕
事
。

�

た
ら
、
こ
ぶ　
　
　

と
ろ
ゝ
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茄
子
の
か
ら
し
漬
の
製
し
方
を
お
そ
わ
る
。

	
な
す　

一
升　

か
う
じ
六
合　

か
ら
し
四
合

	
塩　

壱
合　

酢
壱
合
の
割
合
に
て

初
め
な
す
を
洗
て
後　

桶
の
中
へ
な
ら
べ　

其
上
へ
か
ら
し
と
か
う
じ
を
ま
ぜ

て
ふ
り
ま
き　

又
な
ら
べ
て
は　

ま
き　

す
る
。
後
に
酢
を
か
け
る
な
り
。
水

の
上
る
ま
で
重
き
」（
二
十
二
ウ
）

石
を
の
せ　

後
に
て　

か
る
き
石
を
の
せ
、
め
ば
り
を
し
て
置
く
な
り
。

二
月
一
日　

雨

七
時
に
お
き
る
。
午
後
よ
り
僴
を
つ
れ
湯
に
行
く
。
夜　

自
分
の
袷　

縫
ひ
始

め
る
。

二
日　

雨

七
時
に
起
る
。
晝
に
天
ぷ
ら
を
あ
げ
る
。
午
後
よ
り
髪
結
来
る
。
夜　

仕
事
。

三
日　

晴

例
の
外
に
色
々
せ
ん
た
く
。
夜　

仕
事
。

�

は
う
ぼ
う

四
日　

晴

今
日
は
せ
つ
ぶ
ん
に
て
豆
を
い
り
福
茶
を
の
む
。」（
二
十
三
オ
）

�

は
す　
　

ざ
う
に

五
日　

晴

朝
六
時
半
に
起
る
。
午
後
よ
り　

ほ
ど
き
物
す
る
。
栄
さ
ん
来
る
。
そ
ば
を
出

す
。
夜　

仕
事
。

�

い
な
だ

六
日　

晴

例
の
外
に
綿
入
の
裏
表
を
洗
ふ
。
午
後
よ
り
仕
事
。
袷
や
う
や
く
仕
事
。
夜　

ほ
ど
き
物
す
る
。

�

鮭
の
か
す
漬　
　
　

と
う
ふ
、
な

七
日　

晴

朝
七
時
に
起
る
。
午
後
よ
り
髪
を
洗
ふ
。
夜　

足
袋
の
つ
く
ろ
い
を
す
る
。

�

半
へ
ん
、
し
ら
た
き
、
み
つ
ば
の
つ
ゆ
」（
二
十
三
ウ
）

八
日　

晴

六
時
半
に
起
る
。
夜　

着
物
と　

じ
ゆ
ば
ん
の
ゑ
り
を
、
か
け
な
を
す
。

�

八
ツ
頭　
　
　

鳥

九
日　

晴

張
も
の
を
す
る
。
午
後
よ
り
髪
結
来
る
。
僴
を
つ
れ
湯
に
行
く
。

�

鮭
の
か
す
漬　
　

大
口
魚　

こ
ぶ

十
日　

晴

七
時
に
起
る
。
風
強
く
寒
し
。
張
も
の
少
し
す
る
。
星
野
方
よ
り
味
噌　

取
り

に
来
る
。

十
一
日　

晴　

午
後
よ
り
少
し
雪
降
る

六
時
半
に
お
き
る
。
夜　

仕
事
。

�

め
ざ
し
」（
二
十
四
オ
）

十
二
日　

晴

七
時
に
起
る
。
例
の
外
に
色
々
洗
ふ
。
午
後
よ
り
僴
を
つ
れ
湯
に
行
く
。
夜　

袷
羽
織　

縫
ひ
始
め
る
。

�

す
る
め
の
煮
付　
　
　

焼
海
苔

十
三
日　

雪

六
時
半
に
起
る
。
夜　

仕
事
。

�

め
だ
い　

湯
と
う
ふ
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十
四
日　

晴

例
の
外
に
色
々
せ
ん
た
く
。
夜　

仕
事
。

�

い
さ
き

十
五
日　

晴

今
日
は
精
進
に
て
茶
飯
を
た
く
。
午
後
よ
り
髪
結
来
る
。
夜　

仕
事
。
羽
織　

仕
上
る
。

�

ま
め
」（
二
十
四
ウ
）

十
六
日　

晴

朝
七
時
に
お
き
る
。
午
飯
前
に
栄
さ
ん
の
父
〔
ウ
メ
の
仮
親
「
山
田
勤
」
の
兄

「
山
田
景
成
」
か
〕
来
り
て
お
そ
く
な
る
。
午
後
よ
り
僴
を
つ
れ
湯
に
行
く
。
夜　

ほ
ど
き
も
の
す
る
。

�

い
さ
き

十
七
日　

晴　

風
強
く
寒
し

朝
六
時
半
に
起
る
。
夜　

仕
事
。

�
半
へ
ん
、
み
つ
ば
の
つ
ゆ

十
八
日　

晴

例
の
外
に　

半
天
の
せ
ん
た
く
す
る
。

�

め
ざ
し　
　

ざ
う
に

十
九
日　

晴

風
烈
く
て
こ
ま
る
。

廿
日　

曇

夜　

綿
入　

縫
ひ
始
め
る
。�

す
い
と
ん
」（
二
十
五
オ
）

廿
一
日　

晴

朝　

髪
結
来
る
。
来
客
あ
り
。
晝
に
う
な
ぎ
め
し
出
す
。
午
後
よ
り
僴
を
つ
れ

湯
に
行
く
。

�

か
き
と
と
う
ふ

廿
二
日　

晴

例
の
外
に
色
々
せ
ん
た
く
。
夜　

仕
事
。

�

半
へ
ん　

く
わ
い

廿
三
日　

晴

例
の
外
に
浴
衣
二
枚
洗
ふ
。
夜　

仕
事
。

�

か
ま
ぼ
こ
と
み
つ
ば
の
つ
ゆ　

鮭

廿
四
日　

晴

朝
六
時
半
に
起
る
。
晝
前　

山
田
方
へ
行
く
。

�

は
う
ぼ
う

廿
五
日　

晴
」（
二
十
五
ウ
）

朝
十
時
頃
よ
り
僴
を
つ
れ
横
浜
へ
行
く
。
色
々
馳
走
に
な
り
鳥
一
羽
も
ら
い
夕

方
帰
る
。

廿
六
日　

晴

午
後
よ
り
山
田
方
へ
行
く
。
留
吉
来
る
。
鳥
を
煮
て
夕
飯
を
出
す
。
晝
に　

め

ご
ち
五
尾　

猫
に
と
ら
れ
る
。
夜　

仕
事
。

廿
七
日　

晴

夜　

仕
事
。

�

鳥

廿
八
日　

晴

朝　

髪
結
来
る
。
田
舎
の
味
噌
は
う
ま
き
故
く
れ
ろ
と
云
ふ
。
重
箱
に
入
て
や

る
。
午
後
よ
り
妹
来
る
。�

く
わ
い
」（
二
十
六
オ
）
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三
月
一
日　

雨　
　

豆
い
り
を
こ
し
ら
へ
る

朝
六
時
半
に
起
る
。
雨
烈
し
く
雷
な
る
。
急
の
づ
く
。
裏　

綿
入　

二
枚　

夜　

た
ち
あ
わ
せ
を
す
る
。

�

大
口
魚　

干
ば
か
〔
馬
鹿
貝
の
干
物
〕

二
日　

晴

朝
七
時
に
起
る
。
綿
入
縫
ひ
始
め
る
。�

は
う
ぼ
う

三
日　

晴

午
前　

上
野
の
松
坂
屋
へ
唐
棧
〔
細
縞
の
綿
織
物
〕
を
買
に
行
く
。
外
の
店
に

は
な
し
。
午
後　

僴
を
つ
れ
湯
に
行
く
。
仕
事
を
す
る
。�

め
た
い

四
日　

晴　

朝　

雨
降
る

仕
事
。
近
頃
は
夜
十
二
時
頃
ま
で
仕
事
す
る
。
僴　

夜
泣
て
困
る
。　

�

半
へ
ん　
　

湯
と
う
ふ

五
日　

晴

仕
事
。
午
後　

綿
を
入
る
。
夜
も
仕
事
。
二
枚
仕
上
る
」（
二
十
六
ウ
）

�

せ
い
ご

六
日　

晴

例
の
外
に
色
々
せ
ん
た
く
。
午
後
よ
り
買
物
な
か
ら
山
田
へ
行
く
。
夜　

縫
ひ

か
け
の
着
物
の
綿
を
入
る
。

�
ま
め

七
日　

晴

色
々
せ
ん
た
く
。
綿
入
壱
枚　

仕
上
る
。

�

鮭　
　
　

里
芋　

に
ん
じ
ん

八
日　

晴

朝　

せ
ん
た
く
。
午
後　

髪
結
来
る
。
夜　

袷
羽
織
の
た
ち
合
す
る
。

�

せ
い
ご

九
日　

晴　

午
後
よ
り
雨

朝
六
時
に
起
る
。
僴　

風
を
引　

少
し
や
か
ま
し
い
。
羽
織　

縫
ひ
始
め
る
。

門
司
よ
り
僴
の
づ
き
ん
も
ら
う
。

�

め
ざ
し
」（
二
十
七
オ
）

十
日　

晴

朝
六
時
に
お
き
る
。
午
後
よ
り
仕
事
。
夜　

羽
織
仕
上
る
。
近
所
へ
嫁
来
り
て　

ち
か
づ
き
に
く
る
。

十
一
日　

晴

今
朝
は
僴
め
づ
ら
し
く
お
そ
く
ま
で　

能
く
ね
る
。
午
後
よ
り
足
袋
の
つ
く
ろ

い
。
夜
は　

ほ
ど
き
物
を
す
る
。

十
二
日　

晴

朝　

星
野
方
よ
り
旧
の
初
午
な
り
と
て
赤
飯
一
重
も
ら
う
。
晝
時
分　

髪
結
来

る
。
綿
入
二
枚
洗
ふ
。
午
後
よ
り
僴
を
つ
れ
湯
に
行
く
。
夜　

ほ
ど
き
物
す
る
。

�

ぶ
り　

焼
海
苔

十
三
日　

曇　

午
後
よ
り
雨

色
々
せ
ん
た
く
。
雨
降
り
て　

か
わ
か
ず
。
夜　

ほ
ど
き
物
。

�

か
き　
　

と
う
ふ
の
汁
」（
二
十
七
ウ
）

十
四
日　

曇　

午
後
よ
り　

雨

綿
入
一
枚
洗
ふ
。
よ
く
か
わ
か
ず
。
夜　

ほ
ど
き
物
す
る
。

十
五
日　

晴

近
所
よ
り
赤
飯
一
重
と
す
る
め
七
枚
も
ら
ふ
。
嫁
さ
ん
の
返
礼
な
り
。
山
田
方

へ
赤
飯
少
し
持
て
行
く
。
夜　

ほ
ど
き
も
の
す
る
。�

ま
め



132

十
六
日　

晴

張
物
を
す
る
。
頭
痛
し
て　

は　

い
た
く　

い
か
た
べ
ら
れ
ぬ
。

�

ま
ぐ
ろ

十
七
日　

曇

午
前　

張
物
少
し
す
る
。
午
後
よ
り
僴
を
つ
れ
湯
に
行
く
。

�

さ
め

十
八
日　

晴
」（
二
十
八
オ
）

朝　

髪
結
来
る
。
張
物
を
す
る
。
夜　

じ
ゆ
ば
ん
の
ゑ
り
を
か
け
る
。

十
九
日　

晴

今
日
は
彼
岸
の
く
ば
り
物
す
る
。
午
後
よ
り
星
野
方
へ
行
き
な
が
ら
大
野
へ
行

く
。
夕
方　

山
田
へ
行
く
。
八
丁
堀
よ
り
お
は
ぎ
一
重
も
ら
う
。
夜　

母
来
り
。

又　

例
の
話
に
て
困
る
。

�

干
大
口
魚

廿
日　

晴

星
野
の
家
内
と
川
崎
大
師
へ
僴
を
つ
れ
行
く
。
夕
方　

帰
る
。
他
よ
り
お
は
ぎ

一
重
も
ら
う
。
そ
れ
を
星
野
へ
や
る
。

廿
一
日　

曇　

少
し
雨

色
々
せ
ん
た
く
。
雨
降
り
て　

か
わ
か
ず
。
僴
の
袷　

仕
上
る
。
夜　

僴
泣
て

困
る
。
十
二
時
に
ね
る
。�

八
つ
頭　

は
す　
　
　

天
ぷ
ら
」（
二
十
八
ウ
）

廿
二
日　

雨

星
野
よ
り
大
ふ
く
十
五　

近
所
二
軒
よ
り
お
は
ぎ
一
重
づ
ゝ
も
ら
う
。
定
ど
ん

に
帰
り
に　

お
は
ぎ
持
て
行
て
も
ら
う
。
晝
飯
を
た
べ
さ
せ
る
。
夜　

自
分
の

綿
入
縫
ひ
始
め
る
。

�

か
き

廿
三
日　

晴　

曇　

午
後
よ
り
雨

近
所
よ
り　

お
は
ぎ
と
す
し
一
重
づ
ゝ
も
ら
う
。
午
後
よ
り
仕
事
。
夜　

僴
泣

て
困
る
。
客
来
る
。
夕
飯
を
出
す
。

廿
四
日　

昨
日
と
同
じ　

寒
さ
烈つ

よ

し

午
後
よ
り
髪
結
来
る
。
夜　

仕
事
。

�

大
口
魚

廿
五
日　

曇　

雨
少
し
降
る

午
後
よ
り
綿
入
物
す
る
。�

ま
め
」（
二
十
九
オ
）

廿
六
日　

晴

い
つ
も
の
外
に
浴
衣
二
枚
洗
ふ
。
綿
入
壱
枚
仕
上
る
。

�

八
ツ
頭　

こ
ん
に
や
く

廿
七
日　

雨

ほ
ど
き
も
の
二
枚
す
る
。
午
後
よ
り
僴
を
つ
れ
湯
に
行
く
。

廿
八
日　

晴

綿
入
二
枚
せ
ん
た
く
。
午
後
よ
り
髪
を
洗
ふ
。
今
朝
は
精
進
に
て
茶
飯
を
た
く

�

ま
め

廿
九
日　

晴

張
物
を
す
る
。
近
所
へ
引
こ
し
来
り
て　

そ
ば
の
切
手
も
ら
う
。

�

ひ
ら
め

三
十
日　

風　

時
々
雨
降
る

色
々
せ
ん
た
く
。
横
浜
の
芳
ち
ゃ
ん
来
る
。
午
後　

髪
結
来
る
。
僴
を
つ
れ
湯

に
行
く
。
星
野
氏
来
る
。
は
う
ぼ
う
二
尾
も
ら
」（
二
十
九
ウ
）

（
一
丁
分
欠
損
）
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色
々
せ
ん
た
く
。
髪
結
来
る
。
午
後
よ
り
八
丁
堀
よ
り
お
よ
し
さ
ん
〔
竹
清
の

異
母
妹
「
よ
し
」
か
〕
来
る
。
僴
に
帽
子
と
お
も
ち
や
貰
ふ
。
仕
事
す
る
。

九
日　

曇

僴
の
う
ゑ
ば
う
そ
う
〔
種
痘
〕
二
ツ
で
つ
く
。
沢
さ
ん
へ
見
せ
に
行
く
。
午
後

よ
り
仕
事
。」（
一
冊
目
裏
見
返
し
）

〔
一
冊
目
終
了
、
二
冊
目
以
下
次
号
〕


